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大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺

十
二
代
弾
左
衛
門
周
司
に
つ
い
て
は
、
天
保
十

関
八
州
を
は
じ
め
と
す
る
広
範
な
地
域
の
賤
民
を
支
配
し
、
独
自
の
法
を
定
め
、
制
裁
を
科
し
、
年
貢
を
徴
収
す
る
な
ど
、
支
配
下
の

賤
民
に
対
し
て
絶
大
な
権
力
を
ふ
る
っ
た
江
戸
浅
草
の
弾
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
弾
左
衛
門
支
配
下
の
賤
民
組
織
の
実
態
や
、

弾
左
衛
門
支
配
の
起
源
、
す
な
わ
ち
そ
も
そ
も
弾
左
衛
門
が
徳
川
幕
府
の
下
で
賤
民
支
配
の
実
権
を
掌
握
す
る
に
至
っ
た
経
緯
、
さ
ら
に

(
1
)
 

は
幕
末
の
弾
左
衛
門
の
身
分
引
き
上
げ
運
動
、
維
新
後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
弾
左
衛
門
自
身
の
活
動

や
幕
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
年
塚
田
孝
氏
が
旧
幕
府
引
継
文
書
に
あ
る
「
弾
左
衛
門
代
替
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
弾
左
衛
門
の
相
続

(
2
)
 

問
題
に
光
を
あ
て
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
池
田
秀
一
氏
が
最
後
の
弾
左
衛
門
小
太
郎
を
中
心
に
、
そ
の
代
替
り
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
事
実

(
3
)

（

4
)
 

経
過
を
詳
細
に
分
析
さ
れ
、
ま
た
さ
ら
に
塩
見
鮮
一
郎
氏
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
小
太
郎
を
中
心
と
し
た
精
力
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
弾
左
衛
門
の
素
顔
が
よ
う
や
く
見
え
て
き
た
と
言
え
、
十
三
代
に
お
よ
ぶ
弾
左
衛
門
そ
の
も
の
の
活
動
に
つ

い
て
の
研
究
は
、
今
後
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

（
一
六
七

本
稿
は
、
小
太
郎
の
養
父
で
あ
る
十
二
代
弾
左
衛
門
周
司
に
つ
い
て
、
文
政
十
二
(
-
八
二
九
）
年
の
弾
左
衛
門
襲
名
前
後
の
問
題
を

検
討
し
、
あ
わ
せ
て
周
司
の
実
家
で
あ
る
信
州
松
本
の
檎
多
頭
大
友
彦
太
夫
に
関
し
て
も
、
従
来
の
研
究
を
ふ
ま
え
、
若
干
の
考
察
を
加

え
る
も
の
で
あ
る
。
代
々
の
弾
左
衛
門
の
襲
名
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
実
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
略
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
も

(
5
)
 

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
一
八
四

0
)
年
八
月
に
小
太
郎
の
襲
名
を
取
り
調
べ
た
町
奉
行
所
の
年
番
与
力
佐

久
間
彦
太
夫
・
仁
杉
五
郎
左
衛
門
の
伺
書
の
な
か
に
、
「
当
弾
左
衛
門
儀
者
、
信
州
筑
摩
郡
出
川
長
吏
彦
太
夫
弟
二
而
、
拾
二
年
以
前
丑
年
、

二
三
九



候
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
一
六
七
二
）(6
)
 

先
ン
弾
左
衛
門
養
子
二
相
成
候
者
二
有
之
、
若
年
も
の
二
而
、
取
締
方
も
不
宜
、
再
度
御
沙
汰
有
之
候
も
の
之
儀
二
付
」
、
と
あ
る
よ
う

に
、
そ
の
行
状
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
塩
見
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
猿
飼
頭
門
太
夫
が
素
人
の
弟
子
を
取

る
こ
と
を
願
い
出
た
際
に
、
親
元
縁
切
証
文
も
な
い
ま
ま
に
許
可
し
た
た
め
、
引
退
後
の
天
保
十
四
(
-
八
四
三
）
年
に
押
込
め
を
命
じ

ら
れ
、
弘
化
二
(
-
八
四
五
）
年
に
も
武
州
鼻
緒
一
揆
に
関
連
し
て
押
込
め
ら
れ
、
翌
年
実
家
の
あ
る
信
州
に
逼
塞
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、

幕
府
の
意
向
に
不
従
順
で
あ
る
と
し
て
、
し
ば
し
ば
処
分
を
受
け
て
い
た
。

周
司
の
襲
名
以
前
、
弾
左
衛
門
は
、
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
に
跡
相
続
し
た
浅
之
助
が
若
く
し
て
病
死
し
た
た
め
直
系
が
な
く
、
文

化
元
(
-
八

0
四
）
年
、
甥
の
金
太
郎
を
弾
左
衛
門
の
養
子
に
し
て
第
十
代
の
弾
左
衛
門
を
襲
名
さ
せ
た
が
、
金
太
郎
も
実
子
が
な
い
ま

ま
死
亡
し
、
翌
年
の
文
政
五
(
-
八
二
二
）
年
に
広
島
の
河
野
団
左
衛
門
の
枠
冨
三
郎
を
養
子
に
迎
え
て
、
跡
相
続
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
も
、
こ
の
冨
三
郎
に
も
実
子
が
な
く
、
周
司
を
養
子
に
し
て
襲
名
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
の
弾

左
衛
門
小
太
郎
も
周
司
の
養
子
で
あ
り
、
こ
の
時
期
弾
左
衛
門
は
、
跡
相
続
に
つ
い
て
危
機
的
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と

も
っ
と
も
、
冨
三
郎
は
、
「
私
養
父
先
弾
左
衛
門
二
而
血
脈
相
切
レ
申
候
故
、
私
儀
も
無
縁
之
も
の
二
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
弾
左
衛
門
の
血
統
は
金
太
郎
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
幕
府
が
跡
相
続
の
問
題
に
重
大
な
関
心
を
も
っ
た
形
跡
は

な
い
。
当
時
に
あ
っ
て
、
血
統
の
断
絶
は
重
大
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
、
幕
府
が
関
心
を
寄
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
与
力
中
島

三
郎
右
衛
門
の
中
村
八
郎
左
衛
門
•
原
善
左
衛
門
宛
書
簡
に
も
「
八
年
以
前
午
年
正
月
中
、
当
弾
左
衛
門
養
子
二
相
成
候
節
、
其
御
役
所

御
掛
二
而
御
調
有
之
候
由
」
、
と
し
て
一
件
書
類
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
で
も
問
題
が
表
面
化
し
た
よ
う
な
兆

が
で
き
る
。 関

法
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右
、
就

し
か
し
、
周
司
の
襲
名
に
関
し
て
は
、
幕
府
は
強
い
関
心
を
も
ち
、
冨
一
二
郎
に
対
し
て
事
情
を
説
明
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

此
段
、
当
時
弾
左
衛
門
血
脈
之
も
の
者
、
私
合
四
代
以
前
弾
左
衛
門
娘
二
而
同
居
罷
在
候
か
う
与
申
も
の
斗
二
而
、
私
養
父
先

弾
左
衛
門
二
而
血
脈
相
切
レ
申
候
故
、
私
儀
も
無
縁
之
も
の
二
御
座
候
処
、
右
か
う
跡
二
而
囲
内
元
吉
妻
ま
せ
方
江

二
貰
請
、
弾
左
衛
門
養
子
二
相
成
相
続
仕
、
ま
せ
儀
者
枠
等
無
御
座
、
殊
二
同
人
儀
六
年
已
前
申
年
正
月
十
二
日
病
死
仕
、
外
ニ

血
脈
之
者
無
御
座
故
、
周
司
儀
茂
無
縁
之
も
の
二
御
座
候
間
、
右
か
う
方
江

御
尋
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候
、
以
上
、

丑
十
二
月
朔
日

ニ
四

（
一
六
七

弾
左
衛
門
の
養
子
に
迎
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
冨
三
郎
の
先
例
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

一
旦
養
子

と
し
て
、
冨
三
郎
は
、
自
身
の
場
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
周
司
も
「
無
縁
之
も
の
」
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
く
、
四
代
前
の
弾

左
衛
門
要
人
の
娘
か
う
が
、
唯
一
弾
左
衛
門
の
血
統
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
の
で
、
周
司
を
一
旦
か
う
の
養
子
に
し
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て

こ
の
書
付
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
冨
一
二
郎
が
養
子
に
な
っ
た
際
に
は
、
既
に
養
父
金
太
郎
は
死
亡
し
て
お
り
、
し
か
も
末
期
養
子

と
い
う
形
で
す
ら
養
子
を
選
定
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
ま
ま
に
死
亡
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
弾
左
衛
門
の
残
る
親
族
、

す
な
わ
ち
右
の
か
う
と
、
そ
の
娘
で
あ
る
ま
せ
の
う
ち
、
ま
せ
の
養
子
と
い
う
形
で
冨
三
郎
が
弾
左
衛
門
を
襲
名
す
る
こ
と
に
さ
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
、
弾
左
衛
門
は
、
京
都
の
下
村
家
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
家
名
断
絶
の
危
機
に
直
面
し
、
幕
府
の
恩
恵

に
す
が
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
広
島
の
河
野
団
左
衛
門
の
枠
の
弾
左
衛
門
襲
名
に
は
、
弾
左
衛
門
側

大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺

一
、
弾
左
衛
門
血
脈
之
も
の
有
之
候
哉
之
旨
御
尋
二
御
座
候
、

弾
左
衛
門
印

浅
草

一
旦
貰
請
、
私
養
子
二
仕
候
儀
二
御
座
候
、



ニ
四
二

の
意
向
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
に
よ
り
も
、
幕
府
自
身
の
判
断
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

服
藤
弘
司
氏
は
、
「
近
世
武
士
相
続
で
は
、
筋
目
の
正
し
い
男
子
存
す
る
場
合
は
、
幕
府
・
諸
藩
何
れ
に
お
い
て
も
、
ほ
ぽ
無
条
件
に

封
禄
の
『
無
相
違
』
相
続
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
養
子
相
続
、
な
か
ん
ず
く
血
筋
の
繋
が
り
が
全
く
な
い
他
姓
（
異
姓
）
養
子

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
藩
も
決
し
て
少
な
く
な
く
、
と
く
に
、
養
父
と
養
子
が
全
く
生
活
を
共
に
し
た
経
験
の
な
い
末
期
養
子
(
9
)
 

の
場
合
は
、
た
と
え
こ
れ
を
認
め
る
に
し
て
も
、
本
知
全
額
を
『
無
相
違
j

相
続
さ
す
こ
と
は
せ
ず
、
し
ば
し
ば
減
知
制
を
導
入
し
た
」

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
武
士
の
場
合
で
あ
っ
て
、
百
姓
に
つ
い
て
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
同
じ
く
服
藤
氏
が
、
「
武
士
相

続
で
は
、
奉
公
能
力
よ
り
は
筋
目
の
正
統
性
が
優
先
し
た
が
、
百
姓
相
続
に
つ
い
て
は
、
徒
ら
に
筋
目
に
拘
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
開
作

（
耕
作
）
能
力
の
有
無
が
よ
り
一
層
重
視
さ
れ
、
両
相
続
は
全
く
対
照
的
な
関
係
に
あ
っ
た
。
幕
藩
領
主
に
と
り
、
百
姓
の
家
柄
・
血
筋

の
正
統
性
な
ど
は
、
何
の
興
味
も
引
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
と
り
最
大
の
関
心
事
は
、
担
税
能
力
を
有
し
た
百
姓
が
相
続
人
に

選
ば
れ
る
こ
と
の
み
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
能
力
を
有
し
な
い
百
姓
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
、
「
入
百
姓
」
に
よ
る
相
続
が
強
制

(10) 

さ
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
他
姓
養
子
は
何
の
問
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
百
姓
間
で
も
、
血
筋
の

繋
が
り
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
相
違
は
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
担
税
能
力
の
有
無
が
幕
藩
領
主
の
関
心
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

百
姓
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
部
で
細
分
化
さ
れ
た
身
分
格
差
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
た
と
え
入
百
姓
で
全
く
の
他
人
を
養
子
に
迎

え
る
場
合
で
も
、
実
際
に
は
該
当
者
の
範
囲
は
、
そ
う
し
た
身
分
格
差
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

弾
左
衛
門
の
場
合
、
幕
府
が
武
士
相
続
の
よ
う
に
、
血
筋
の
正
統
性
を
尊
重
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
百
姓
相
続
の
場
合
の

よ
う
に
、
そ
の
能
力
の
有
無
が
最
優
先
さ
れ
た
と
も
言
え
な
い
こ
と
は
、
弾
左
衛
門
の
下
に
統
合
さ
れ
た
賤
民
組
織
の
支
配
秩
序
、
と
り

わ
け
弾
左
衛
門
と
在
方
小
頭
間
の
従
来
よ
り
の
関
係
に
変
動
を
来
た
す
可
能
性
が
高
く
、
そ
う
し
た
こ
と
を
抜
き
に
、
簡
単
に
は
他
姓
養

関
法
第
四
一
巻
第
五
・
六
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四



大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺

J

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
、
筋
目
違
い
を
極
力
避
け
る
方
針
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

百
姓
相
続
と
は
ま
た
異
質
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
一
六
七
五
）

子
を
迎
え
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
っ
た
。
弾
左
衛
門
の
家
筋
か
ら
す
れ
ば
、
全
く
の
「
無
縁
之
も
の
」
で
あ
る
冨
三
郎
や
周
司
を
直
接
、
弾

左
衛
門
の
養
子
と
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
弾
左
衛
門
の
血
縁
者
に
一
旦
養
子
に
迎
え
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
弾
左
衛
門
の
養
子
と
し
て
、
擬

制
上
血
統
の
継
承
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
に
も
、
そ
の
こ
と
が
表
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
弾
左
衛
門
の
相
続
問
題
は
、

武
士
相
続
に
つ
い
て
は
、
四
代
将
軍
家
綱
の
治
世
以
降
、
牢
人
問
題
な
ど
が
顕
在
化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
契
機
に
し
て
、
養
子
相
続

に
対
し
て
次
第
に
寛
大
な
方
針
が
取
ら
れ
、
家
の
断
絶
を
回
避
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
服
藤
氏
は
、
「
同
姓
養

子
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
無
条
件
に
こ
れ
を
認
め
た
が
、
他
姓
養
子
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
先
祖
の
勤
功
、
祖
父
の
勲
功
を
考
慮
し
、
ま
た

養
子
の
家
柄
・
筋
目
を
も
勘
案
し
、
幕
藩
領
主
が
特
許
す
る
と
い
う
方
式
で
臨
み
、
こ
れ
を
許
可
す
る
途
を
閉
ざ
さ
な
か
っ
た
が
、
厳
し

い
条
件
を
付
し
た
」
と
さ
れ
、
他
姓
養
子
は
、
同
姓
の
親
族
に
該
当
す
る
者
が
い
な
い
場
合
の
例
外
的
な
措
置
で
あ
り
、
そ
の
由
緒
を
正

こ
う
し
た
武
士
相
続
と
同
一
で
あ
る
と
は
み
な
し
が
た
い
が
、
広
島
の
河
野
団
左
衛
門
の
枠
で
あ
る
冨
三
郎
が
弾
左
衛
門
襲
名
を
許
さ

れ
た
背
景
に
は
、
全
く
の
他
人
で
あ
っ
て
も
、
弾
左
衛
門
に
比
肩
し
う
る
由
緒
の
正
し
さ
が
問
題
に
さ
れ
た
に
違
い
な
く
、
そ
う
し
た
家

柄
・
筋
目
の
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
血
脈
の
切
れ
た
弾
左
衛
門
を
継
承
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え
う
る
。
も
と
よ
り
弾
左
衛
門
支
配
は
、
幕
府

に
と
っ
て
、
賤
民
支
配
の
上
か
ら
も
必
要
で
あ
っ
た
し
、
南
北
両
町
奉
行
所
あ
わ
せ
て
千
人
程
度
の
役
人
で
、
江
戸
の
四
十
万
人
も
の
人

間
を
統
括
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
、
民
政
の
運
営
に
も
弾
左
衛
門
は
深
く
関
与
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
弾
左
衛
門
を
断
絶
さ
せ
る

ニ四―――



曾
而
無
御
座
候
、
此
段
就

弾
左
衛
門
印

浅
草

周
司
を
養
子
に
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
冨
三
郎
は
、
次
ぎ
の
よ
う
に
町
奉
行
所
に
申
し
立
て
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、
浅
草
弾
左
衛
門
奉
申
上
候
、
私
儀
去
子
五
月
中
旬
頃
合
時
候
二
相
中
り
、
打
臥
罷
在
候
二
付
、
私
実
父
藝
州
佐
伯
郡
廿
日
市
之

内
佐
方
村
二
罷
在
候
雑
式
頭
河
野
団
左
衛
門
方
江
同
六
月
二
日
書
状
を
以
為
相
知
候
処
、
同
人
代
二
親
類
小
泉
泰
次
・
荒
木
平

兵
衛
与
申
者
両
人
同
八
月
十
四
日
罷
下
り
候
処
、
私
儀
追
々
差
重
り
候
様
子
二
付
、
万
一
出
勤
茂
難
相
成
候
節
者
、
枠
並
養
方

続
合
之
内
、
養
子
二
可
仕
も
の
茂
無
御
座
候
間
、
相
応
之
も
の
見
立
養
子
二
仕
、
相
続
可
奉
願
哉
之
旨
泰
次
•
平
兵
衛
江
相
談

仕
候
処
、
両
人
共
存
寄
無
之
旨
申
聞
、
帰
国
仕
候
間
、
由
緒
茂
有
之
候
二
付
周
司
を
養
子
二
奉
願
候
儀
二
有
之
、
右
之
通
御
座
候

間
私
実
方
於
親
類
共
二
故
障
之
儀
者

丑
十
二
月
二
日

御
尋
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候
以
上
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
冨
三
郎
は
、
実
家
で
あ
る
河
野
団
左
衛
門
方
に
相
談
し
、
親
類
小
泉
泰
次
・
荒
木
平
兵
衛
が
上
京
し
て
、
種
々
協
議

し
た
結
果
、
冨
三
郎
の
退
役
、
養
子
縁
組
を
お
こ
な
う
こ
と
を
決
め
た
が
、
し
か
し
河
野
側
に
は
適
当
な
人
物
が
な
く
、

緒
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
周
司
を
養
子
に
願
い
出
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

冨
三
郎
と
す
れ
ば
、
実
子
が
な
く
、
弾
左
衛
門
親
類
筋
に
も
相
当
す
る
人
物
が
い
な
い
以
上
、
自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
広
島

河
野
家
か
ら
養
子
を
迎
え
る
こ
と
が
、
幕
府
の
意
向
に
も
か
な
い
、
養
子
願
出
が
順
調
に
受
理
さ
れ
る
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、

河
野
家
に
は
適
当
な
候
補
が
な
く
、

や
む
な
く
、
由

や
む
な
く
別
の
所
か
ら
養
子
と
な
る
人
物
を
物
色
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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も
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ニ
四
五

（
一
六
七
七
）

そ
の
際
、
支
配
下
の
者
か
ら
選
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、
小
太
郎
に
弾
左
衛
門
を
襲
名
さ
せ
る
こ
と
を
町
奉
行
所
に
願
い

出
た
天
保
十
一
年
七
月
五
日
の
弾
左
衛
門
書
付
に
、
「
近
国
支
配
下
之
内
二
者
、
由
緒
相
応
之
者
茂
有
之
候
得
共
、
私
養
子
之
儀
者
、
支

配
下
合
貰
請
候
而
者
、
支
配
内
親
類
縁
者
等
有
之
外
、
私
支
配
之
者
共
気
受
も
不
宜
間
敷
与
奉
存
」
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
弾
左
衛
門
と
在
方
小
頭
と
の
従
来
の
関
係
が
、
支
配
下
よ
り
養
子
を
迎
え
る
こ
と
で
崩
れ
、
動
揺
を
来
た
し
、
取
締
り
に

こ
う
し
て
、
信
州
筑
摩
郡
出
川
の
長
吏
、
松
本
藩
の
職
多
頭
で
あ
る
大
友
彦
太
夫
の
弟
周
司
に
第
十
二
代
の
弾
左
衛
門
を
襲
名
さ
せ
る

こ
と
決
し
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
分
明
で
な
い
が
、
既
に
、
文
政
十
二
(
-
八
二
九
）
年
の
六
月
に
は
、
周
司
は
江
戸
入
り
し
、
弾

左
衛
門
の
屋
敷
内
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
、
上
州
小
頭
の
三
郎
右
衛
門
家
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
日
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
周
司
の
江
戸
入
り
は
、
六
月
二
十
九
日
に
江
戸
の
休
息
所
か
ら
弾
左
衛
門
屋
敷
ま
で
駕
籠
に
乗
り
、
弾
左
衛
門

手
代
な
ど
を
従
え
、
も
の
も
の
し
い
行
列
を
組
ん
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
じ
く
供
揃
え
を
し
て
白
山
宮
、
亀
ケ
岡
八
幡
宮
に
参
詣
し
た
後
、

菩
提
寺
で
あ
る
真
宗
の
本
龍
寺
に
向
か
い
、
代
々
の
墓
を
詣
で
て
い
る
。
こ
の
行
列
は
、
先
払
い
以
下
手
代
や
若
党
で
駕
籠
を
か
た
め
、

挟
箱
や
沓
駕
籠
、
挑
灯
持
ち
な
ど
を
従
え
総
勢
三
十
名
ば
か
り
の
行
列
で
、
大
名
行
列
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の
よ
う
な
形
を
整
え
て
い
た
。

そ
れ
は
、
弾
左
衛
門
の
格
式
と
権
威
を
誇
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
上
州
小
頭
三
郎
右
衛
門
の
み
な
ら
ず
、
弾
左
衛
門
支
配
下
の

在
方
の
概
多
小
頭
に
、
こ
の
時
の
記
録
が
知
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
大
名
行
列
を
模
倣
し
て
権
威
付
け
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
、
興
味
深
い
の
は
、
塚
田
孝
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
在
方
小
頭
に
対
す
る
弾
左
衛
門
の
支
配
に
お
い
て
、
弾
左
衛
門
が
一
代
に
一
度
地
方
巡
見
を
お
こ
な
い
、
諸
事
吟
味
を
お
こ
な

う
、
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
弾
左
衛
門
代
替
り
の
翌
年
の
年
始
礼
に
お
い
て
、
在
方
小
頭
は
人
別
帳
や
職
場
日
割
帳
を

大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺



以
上
、

弾
左
衛
門
印

浅
草

持
参
し
て
弾
左
衛
門
の
改
め
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
弾
左
衛
門
の
襲
名
が
両
町
奉
行
へ
の
御
目
見
に
よ
っ(13) 

て
、
は
じ
め
て
効
力
を
も
っ
た
の
と
同
様
、
在
方
小
頭
の
代
替
り
は
、
弾
左
衛
門
へ
の
御
目
見
に
よ
っ
て
成
立
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
幕
府
の
方
法
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
幕
府
に
隷
属
し
て
い
る
弾
左
衛
門
が
、
賤
民
の
な
か
の
幕
府

と
し
て
自
ら
を
権
威
付
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
弾
左
衛
門
が
、
如
何
に
幕
藩
体
制
に
対
し
て
恭
順
な
姿
勢
を
も
っ
て
い
た
か

と
い
う
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
幕
藩
支
配
に
対
抗
的
な
思
想
が
生
ま
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

な
お
、
冨
三
郎
が
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
を
町
奉
行
所
に
訴
え
た
際
の
書
付
に
は
、

一
、
周
司
実
家
之
義
者
別
紙
之
通
由
緒
も
御
座
候
間
、
無
縁
之
も
の
二
者
御
座
候
得
共
、
私
養
子
二
貰
受
候
儀
二
御
座
候
、

但
、
別
紙
由
緒
書
之
義
者
、
先
年
御
領
主
松
平
丹
波
守
様
江
書
上
候
由
二
御
座
候
、
右
、
就

丑
十
二
月
朔
日

と
あ
る
よ
う
に
、
周
司
の
家
柄
が
由
緒
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
由
緒
書
」
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
筋
目
の
確
か
さ
を
明
ら
か
に

し
、
町
奉
行
所
の
審
査
に
た
え
る
有
資
格
者
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
年
番
与
力
中
島
三
郎
右
衛
門
、
加
藤
又

左
衛
門
の
伺
書
に
も
、
「
周
司
実
家
之
儀
者
、
領
主
な
三
拾
五
石
之
地
を
給
り
、
先
祖
者
家
柄
二
而
家
系
も
正
敷
、
由
緒
書
も
領
主
江
差

出
来
り
候
由
二
而
写
差
出
、
身
分
者
長
吏
頭
二
候
得
と
も
相
応
之
身
元
之
も
の
与
相
聞
、
左
候
得
者
薇
多
頭
二
相
成
候
而
も
手
下
之
者

（

マ

マ

）

共
腹
シ
も
可
宜
候
間
、
願
之
通
跡
相
続
並
御
目
見
等
被
仰
付
、
可
然
哉
二
奉
存
候
、
」
と
さ
れ
、
少
な
く
と
も
由
緒
正
し
き
者
で
あ
り
、
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大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺

弾
左
衛
門
を
襲
名
さ
せ
て
差
支
え
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
根
拠
と
な
り
、
か
く
し
て
文
政
十
二
(
-
八
二
九
）
年
十
二
月
十
八
日
、
町

奉
行
所
の
月
番
内
寄
合
に
周
司
は
召
出
さ
れ
、
本
人
は
麻
上
下
着
用
、
手
代
四
人
が
付
添
い
、
両
町
奉
行
に
御
目
見
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
は
、
た
と
え
由
緒
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
例
外
的
な
、

ニ
四
七

（
一
六
七
九

や
む
を
え
な
い
措
置
と
み
な
さ
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
周
司
退
役
後
、
弾
左
衛
門
を
襲
名
し
た
小
太
郎
が
、
広
島
の
河
野
団
左
衛
門
の
遠
戚
の
者
で
、
周
司
の
養
父
で
あ
る
冨

三
郎
と
も
血
の
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
大
友
彦
太
夫
の
系
譜
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
も
と

よ
り
、
そ
れ
に
は
周
司
自
身
の
行
状
が
問
題
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
当
局
者
に
と
っ
て
、
河
野
団
左
衛
門
の
家
筋
は
、
別

格
の
も
の
と
さ
れ
、
少
な
く
と
も
弾
左
衛
門
と
同
格
に
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
小
太
郎
の
襲
名
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
小
太
郎
に
つ
い
て
も
、
池
田
秀
一
氏
が
、
天
保
期
の
弾
左
衛
門
代
替
り
に
示
し
た
町
奉
行
所
の
「
関
心
の
深
さ
は
異
状
な
も
の
で

(14) 

あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
身
元
の
確
か
さ
を
注
意
深
く
詳
細
に
探
索
さ
せ
て
い
る
の
は
、
当
然
周
司
の
こ
と
が

念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
筋
目
違
い
を
極
力
避
け
よ
う
と
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
何
故
広
島
の
河
野
団
左
衛
門
が
、
幕
府
か
ら
見
て
、
弾
左
衛
門
に
と
っ
て
代
わ
れ
る
家
格
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と

い
う
点
は
、
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
石
尾
芳
久
教
授
が
検
証
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
河
野
団
左
衛
門
は
、

伊
予
の
名
族
で
あ
る
河
野
氏
と
深
い
接
点
を
も
っ
て
い
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
河
野
団
左
衛
門
が

浅
草
弾
左
衛
門
に
匹
敵
し
う
る
資
格
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



以
上
『
機
多
頭
弾
左
衛
門
代
替
一
件
』
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
が
、
周
司
の
身
元
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
弾
左
衛
門
は
、
信
州
松
本

の
大
友
彦
太
夫
か
ら
借
り
受
け
た
、
「
大
友
彦
太
夫
由
緒
書
写
」
を
町
奉
行
所
に
提
出
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
松
本
領
内
に
お
け

る
彦
太
夫
の
身
分
・
格
式
が
あ
る
程
度
判
明
す
る
の
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
中
心
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
「
由
緒
書
」

は
、
過
去
帳
と
い
う
形
式
を
用
い
て
、
彦
太
夫
の
血
脈
を
明
ら
か
に
し
た
前
半
部
分
と
、
代
々
の
領
主
の
入
部
に
際
し
て
与
え
ら
れ
た
朱

印
状
な
ど
を
転
写
し
た
後
半
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
今
日
、
彦
太
夫
の
関
係
文
書
は
散
逸
し
て
し
ま
い
、
そ
の
断
片
が
『
信
濃
史
料
』

や
「
長
野
県
史
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
責
重
な
も
の
と
い
え
る
。
以
下
に
掲
げ
る
。

大
友
彦
太
夫
由
緒
書
写

一
、
大
友
狭
手
彦
、
藤
原
義
武
之
後
胤
、
閑
院
左
大
臣
冬
嗣
公
長
子
枇
杷
中
納
言
長
義
嫡
流
大
伴
刑
部
少
輔
義
親
五
代
之
嫡
男
、
大
友
山

城
守
義
純
ヨ
リ
相
続
而
、
当
時
信
州
筑
摩
郡
出
川
之
里
二
而
、
地
方
一
二
拾
五
石
給
ル
、

本
国
豊
後

一
、
大
友
狭
手
彦
、
義
武
之
後
胤
、
大
伴
刑
部
少
輔
義
親
以
来
、
豊
後
国
速
見
郡
杵
筑
二
住
シ
、
故
有
て
嘉
暦
二
丁
卯
年
摂
州
芥
川
江

移
り
、
足
利
家
之
小
臣
与
成
、
足
利
家
御
落
去
之
後
、
永
徳
一
二
壬
戌
年
濃
州
安
八
郡
高
橋
之
郷
江
浪
人
し
て
郷
士
与
成
、
氏
江
家
江

属
シ
、
後
故
有
て
、
文
安
元
甲
子
年
、
信
州
筑
摩
郡
林
之
里
江
住
居
シ
テ
、
小
笠
（
原
）
家
之
臣
与
成
、
永
銭
弐
拾
七
貫
文
給
り
、

永
正
四
丁
卯
年
同
郡
出
川
江
移
り
―
―
一
拾
五
石
之
地
を
給
り
、
住
居
之
処
、
天
正
十
壬
午
年
六
職
支
配
、
蒙

一
、
大
伴
刑
部
少
輔
義
親
五
代
之
嫡
流
、

関
法
第
四
一
巻
第
五
・
六
号

ニ
四
八

主
命
、

（
一
六
八

0
)



大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺

大
了
院
殿
想
洞
雄
運
大
禅
定
門
、
芥
川
二
而
死
、

一
、
足
利
家
江
従
イ
、
摂
州
芥
川
江
住
ス
、
貞
治
三
甲
辰
年
二
月
十
二
日
、
六
拾
八
オ
ニ
而
死
、

法
名
研
心
院
殿
春
季
悟
運
大
禅
定
門
、
同
所
同
寺
江
葬
ル
、

法
名
霊
陵
院
殿
義
光
正
讃
大
禅
定
門
、
右
同
所
二
葬
ル
、

法
名
陳
梁
院
殿
玉
翁
忠
仙
大
禅
定
門
、
杵
筑
陽
徳
寺
江
葬
、

一
、
豊
後
国
速
見
郡
杵
筑
二
住
、
正
安
二
庚
子
年
五
月
八
日
、
八
拾
八
オ
ニ
而
死
、

ニ
四
九

一
、
右
同
所
住
し
、
妻
者
同
国
松
浦
摂
津
守
娘
、
正
和
四
乙
卯
年
正
月
廿
八
日
、
七
拾
五
オ
ニ
而
死
、

（
一
六
八

義
定
娘

妻
者
芥
川
同
姓

仙
太
郎
義
種

民
十
郎
義
正

菊
地
三
郎
正
原
娘

妻
者
肥
前

大
友
山
城
守
義
純

一
、
右
同
所
住
し
、
妻
者
豊
後
臼
筑
五
島
源
五
郎
吉
孝
娘
、
嘉
暦
二
丁
卯
年
三
月
廿
二
日
、
五
拾
九
オ
ニ
而
死
、縫

殿
之
進
義
応

民
部
之
助
義
兼



一
、
永
享
三
辛
亥
年
五
月
十
五
日
、

天
周
院
花
山
隆
英
禅
定
門
、

一
、
氏
家
家
江
属
シ
、
応
永
二
十
癸
巳
年
三
月
廿
一
日
、
四
拾
壱
オ
ニ
而
死
、

正
教
院
殿
秋
道
寛
雲
禅
定
門
、

全
中
院
殿
別
泉
口
伝
大
禅
定
門
、

一
、
摂
州
芥
川
住
し
、
足
利
義
満
公
江
従
ひ
、
永
徳
元
辛
酉
年
八
月
廿
日
、
五
拾
八
オ
ニ
而
死
、

一
、
濃
州
安
八
郡
中
村
二
住
し
、
属
郷
士
、
応
永
十
二
乙
酉
年
九
月
十
五
日
、
五
拾
九
オ
ニ
而
死
、

五
拾
八
オ
ニ
而
死
、

関
法
第
四
一
巻
第
五
・
六
号

二
五
0

民
左
衛
門
義
清

民
部
弟

無
藤
玄
長
実
正
娘

戸
治
大
助
重
昌
娘

妻
者
濃
州
関

民
部
義
和

妻
者
尼
崎

彦
九
郎
義
治

口
九
八
郎
秀
勝
娘

妻
者
摂
州
芥
川

（
一
六
八



大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺

讚
光
院
天
岸
明
雲
禅
定
門
、

一
、
文
明
十
八
丙
午
年
九
月
七
日
、
六
拾
九
オ
ニ
而
死
、

涼
昌
院
義
寛
禅
雄
禅
定
門
、

一
、
文
明
九
丁
酉
年
八
月
十
三
日
、
五
拾
五
オ
ニ
而
死
、

寂
正
院
通
雪
泰
赦
禅
定
門
、

高
嶺
院
殿
春
了
唯
宥
禅
定
門
、

二
五

一
、
小
笠
原
家
江
属
し
、
永
銭
弐
拾
七
貫
文
給
り
、
康
正
元
乙
亥
年
正
月
廿
七
日
、
六
拾
オ
ニ
而
死
、

（
一
六
八

民
左
衛
門
義
雄

四
郎
兵
衛
義
寛

土
岐
貞
継
娘

妻
者
伊
奈
郡

菊
地
正
明
娘

妻
者
筑
摩
郡

妻
者
濃
州
土
岐

彦
七
郎
義
近

大
脇
宗
信
娘

妻
者
濃
州
土
岐



右
之
通
、
出
川
住
し
、
妻
木
曾
佐
藤
友
矩
娘
、

民
左
衛
門
江
被
仰
渡
、
御
取
次
仕
候
、
革
役
等
支
配
之
根
元
二
而
御
座
候
、

一
、
永
正
四
丁
卯
年
出
川
二
お
い
て
三
拾
五
石
之
処
被
下
置
、
家
作
迄
被
成
下
住
居
ス
、

一
、
永
正
七
庚
午
年
四
月
十
八
日
、
七
拾
オ
ニ
而
死
、

二
五
二

郡
左
衛
門
義
邦

佐
藤
吉
矩
娘

妻
者
信
州
高
橋

大
友
義
信
娘

一
、
永
正
六
年
三
月
犬
飼
原
二
お
い
て
、
長
吏
共
大
勢
相
集
り
、
民
家
江
火
を
掛
ケ
、
ろ
ふ
ぜ
き
有
之
候
二
付
、
小
笠
原
様
馬
廻
り
役

二
木
勘
十
郎
殿
取
し
ず
め
被
仰
付
、
出
馬
有
之
候
処
、
増
々
悪
口
ろ
ふ
ぜ
き
、
不
得
止
事
、
無
拠
引
退
き
候
処
、
右
民
左
衛
門
江
取

静
役
被
仰
付
罷
出
、
申
な
だ
め
長
吏
供
江
為
致
帰
腹
、
頭
分
之
も
の
三
拾
五
人
畏
り
、
其
外
之
者
共
迄
静
候
二
付
、
罷
帰
、
其
趣
意

言
上
仕
、
長
吏
共
少
々
宛
除
地
田
畑
被
為
下
置
候
様
二
取
成
候
二
付
、
難
有
致
帰
腹
、
為
右
御
礼
、
民
左
衛
門
方
江
三
拾
五
人
之
も

の
共
罷
出
、
永
々
軍
用
革
可
致
上
納
由
二
而
三
拾
五
枚
差
出
候
二
付
、
取
次
差
出
候
二
付
、
六
職
之
も
の
と
も
へ
被
仰
出
之
趣
茂
、
又
、

大
永
三
癸
未
年
七
月
廿
三
日
、
五
拾
四
オ
ニ
而
死
、

元
宝
院
大
翁
友
広
禅
定
門
、

関
法
第
四
一
巻
第
五
・
六
号

民
左
衛
門
義
教

童
名
彦
七
郎
兵
言

木
曾 （
一
六
八
四
）



大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺

秋
学
院
恵
性
集
道
禅
定
門
、

一
、
永
禄
十
一
戌
年
九
月
廿
六
日
、
六
拾
三
オ
ニ
而
死
、

罷
在
候
、

一
、
天
文
二
十
二
癸
丑
年
、
桔
梗
ケ
原
合
戦
之
節
、
御
出
馬
之
御
供
二
而
罷
出
候
処
、
翌
寅
年
武
田
信
玄
公
合
之
御
印
書
今
に
所
持
仕

天
光
院
順
孝
道
忠
禅
定
門
、

一
、
天
文
十
二
癸
卯
年
十
一
月
十
七
日
、
四
拾
八
オ
ニ
而
死
、

西
教
院
春
山
道
海
禅
定
門
、

一
、
亨
禄
二
巳
丑
年
正
月
廿
三
日
、
三
拾
五
オ
ニ
而
死
、

純
洞
院
寛
寮
遠
口
禅
定
門
、

二
五
三

（
一
六
八
五

彦
七
郎
義
興

戸
次
三
左
衛
門
幸
種
娘

妻
者
城
州
京
都
四
条

民
左
衛
門
義
則

実
者
宦
左
衛
門
弟

小
沢
宗
忠
娘

妻
山
家
之

宦
左
衛
門
義
房



一
、
慶
長
九
甲
辰
年
五
月
廿
七
日
、
七
拾
七
オ
ニ
而
死
、

松
中
院
充
西
道
満
居
士
、

一
、
慶
長
十
四
巳
酉
年
五
月
十
二
日
、
七
拾
四
オ
ニ
而
死
、

夏
芳
道
香
居
士
、

悟
雲
道
正
居
士
、

一
、
慶
長
十
九
甲
寅
年
六
月
廿
七
日
、
五
拾
弐
オ
ニ
而
死
、

関
法
第
四
一
巻
第
五
・
六
号

加
藤
仙
次
郎
娘

妻
者
佐
久
郡
小
諸

民
左
衛
門
恒
蔵

小
沢
勘
三
郎
忠
友
娘

又
左
衛
門
重
蔵

片
桐
宗
十
郎
吉
実
娘

彦
五
郎
義
忠

小
林
国
蔵
里
高
娘

二
五
四

妻
者
濃
州
土
岐
郡

妻
者
伊
奈
郡
飯
田

妻
者
山
家
之

（
一
六
八
六
）



大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺

得
誉
光
安
順
現
居
士
、

一
、
元
禄
七
甲
戌
年
五
月
十
七
日
、
六
拾
七
オ
ニ
而
死
、

超
誉
館
寮
旧
念
居
士
、

一
、
寛
永
廿
一
甲
申
年
三
月
九
日
、
五
拾
八
オ
ニ
而
死
、

遺
純
道
経
居
士
、

一
、
寛
文
八
丙
午
年
九
月
廿
七
日
、

一
、
正
保
四
丁
亥
年
七
月
六
日
、
五
拾
九
オ
ニ
而
死
、

遍
春
道
照
居
士
、

二
五
五

（
一
六
八
七
）

源
七
郎
義
利

彦
七
郎
信
義

彦
七
郎
義
政

須
田
又
兵
衛
娘

妻
者
濃
州
高
橋

松
浦
勘
蔵
娘

妻
者
信
州
松
城

民
左
衛
門
義
郷

彦
七
郎
義
胤



一
、
文
化
三
丙
寅
年
八
月
廿
五
日
、
六
拾
五
オ
ニ
而
死
、

光
誉
梅
英
鏡
雄
居
士
、

一
、
宝
暦
十
三
癸
未
年
十
二
月
十
日
、
七
拾
一
オ
ニ
而
死
、

誓
誉
願
入
本
随
居
士
、

覚
誉
成
正
円
了
居
士
、

明
誉
檀
梁
聰
居
士
、

弥
次
兵
衛
義
行

彦
太
夫
義
勝

彦
太
夫
喜
蔵

以
上
、
こ
の
「
由
緒
書
」
に
従
え
ば
、
大
友
彦
太
夫
家
は
、
本
国
豊
後
、
大
友
金
村
の
子
狭
手
彦
か
ら
の
系
譜
で
あ
っ
て
、
豊
後
国
速

見
郡
杵
筑
に
住
居
し
、
そ
の
後
嘉
暦
二
（
ニ
ニ
ニ
七
）
年
に
摂
州
芥
川
へ
移
り
、
足
利
家
に
従
っ
た
が
、
足
利
家
の
衰
退
後
、
浪
人
し
て

濃
州
安
八
郡
高
橋
郷
中
村
に
移
り
、
さ
ら
に
は
信
州
筑
摩
郡
林
に
住
居
し
て
、
そ
の
地
の
領
主
小
笠
原
氏
の
臣
と
な
り
、
永
銭
二
十
七
貫

文
を
宛
行
わ
れ
、
永
正
四
(
-
五

0
七
）
年
に
同
郡
出
川
へ
移
り
、
三
十
五
石
を
賜
わ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

将
軍
大
伴
狭
手
彦
は
、
松
浦
佐
用
姫
と
の
伝
承
か
ら
九
州
と
関
係
が
深
い
が
、
六
世
紀
中
葉
の
狭
手
彦
に
ま
で
系
譜
を
朔
り
う
る
と
い

う
の
は
、
も
と
よ
り
信
が
置
け
な
い
。
他
所
か
ら
流
浪
し
て
現
在
の
地
に
移
っ
た
と
す
る
説
は
、
代
々
械
多
頭
を
勤
め
た
家
や
械
寺
に
多

一
、
天
明
五
乙
巳
年
四
月
十
八
日
、
六
拾
七
オ
ニ
而
死
、

一
、
宝
永
二
乙
酉
年
二
月
廿
六
日
、
四
拾
ニ
オ
ニ
而
死
、

関
法
第
四
一
巻
第
五
・
六
号

二
五
六

（
一
六
八
八



大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺

れ
ぞ
れ
元
宝
院
大
翁
友
広
禅
定
門
・
錦
樹
院
秋
元
知
円
禅
定
尼
、
純
樹
院
口
寮
遺
口
禅
定
門
・
安
樹
院
空
寮
□

口
]
禅
定
尼
、
西
教
院
春
山

(16) 

道
海
禅
定
門
・
仁
窓
院
覚
王
智
光
禅
定
尼
、
天
元
院
順
孝
道
志
禅
定
門
・
天
月
院
方
陽
正
口
禅
定
尼
と
刻
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
す
な

わ
ち
「
由
緒
書
」
に
あ
る
大
友
民
左
衛
門
義
教
以
下
、
郡
左
衛
門
義
邦
、
宦
左
衛
門
義
房
、
民
左
衛
門
義
則
と
い
う
人
物
が
、
五
輪
塔
に

刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
人
物
が
大
友
彦
太
夫
の
直
接
の
祖
先
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
文
政

六
(
-
八
二
三
）
年
に
藩
に
差
し
出
し
た
書
付
に
も
「
私
先
祖
民
左
衛
門
」
と
し
て
、
永
正
六
(
-
五

0
九
）
年
の
犬
飼
原
に
お
け
る
事

(17) 

件
を
、
長
吏
支
配
の
根
元
と
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
「
由
緒
書
」
に
は
、
「
天
文
二
十
二
癸
丑
年
桔
梗
ケ
原
合
戦
之
節
、
御
出
馬
之
御
供
二
而
罷
出
候
処
、
翌
寅
年
武
田
信
玄

公
な
之
御
印
書
、
今
に
所
持
仕
罷
在
候
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
天
文
二
十
三
(
-
五
五
四
）
年
正
月
十
三
日
に
、
大
友
民
部
宛

に
工
藤
源
左
衛
門
尉
の
名
で
「
当
国
於
出
川
郷
、
永
弐
拾
七
貫
文
之
所
、
可
宛
行
之
旨
、
不
可
有
相
違
候
、
伯
而
執
達
如
件
」
と
い
う
朱

印
状
で
あ
り
、
上
杉
景
勝
に
よ
っ
て
、
天
正
十
三
(
-
五
八
五
）
年
に
そ
の
抱
え
地
を
安
堵
さ
れ
た
か
わ
や
孫
六
な
ど
と
同
様
、
こ
の
時

文
に
「
大
友
民
左
衛
門
義
教

二
五
七

（
一
六
八
九

く
伝
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
自
体
検
討
に
値
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
彦
太
夫
の
場
合
、
元
来
武
人
の
系
譜
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
格
式
の
権
威
づ
け
に
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
豊
後
の
杵
筑
陽
徳
寺
に
埋
葬
し
た
、
と
い
っ
た
具
体
的

な
記
述
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彦
太
夫
が
そ
う
し
た
地
域
と
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
、
な
お
追
跡
す
べ
き

過
去
帳
と
い
う
形
式
を
用
い
て
い
る
と
い
う
点
も
、
あ
ま
り
例
を
見
な
い
が
、
万
羽
正
朋
氏
が
、
大
友
理
三
郎
氏
の
談
と
し
て
記
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
現
在
松
本
市
南
新
町
の
大
友
家
の
屋
敷
跡
と
さ
れ
る
地
に
歴
代
の
墓
地
が
あ
り
、
建
立
さ
れ
た
五
輪
塔
の
碑

点
で
あ
る
。

永
正
七
年
出
川
里
二
卒
ス
」
と
読
み
取
れ
、
以
下
四
人
の
当
主
夫
妻
の
戒
名
が
、
判
読
し
が
た
い
が
、
そ



松

期
、
す
で
に
有
力
な
か
わ
や
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
天
正
十
(
-
五
八
二
）
年
に
、
六
職
支
配
を
命
じ
ら
れ
た
と
「
由
緒
書
」
に
あ
る

点
は
、
武
田
氏
に
よ
っ
て
一
旦
こ
の
地
を
追
わ
れ
た
小
笠
原
氏
が
、
こ
の
年
、
徳
川
家
康
に
迎
え
ら
れ
た
小
笠
原
貞
慶
の
手
で
、
父
祖
の

地
を
回
復
し
松
本
城
下
の
建
設
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
小
笠
原
氏
と
の
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彦
太
夫
が
文
政
六
年

に
差
し
出
し
た
書
付
に
は
、
天
正
十
六
(
-
五
八
八
）
年
の
四
月
と
八
月
に
、
小
笠
原
貞
慶
が
、
筑
摩
・
安
曇
両
郡
か
わ
た
に
命
じ
て
、

一
所
相
応
の
奉
公
を
せ
よ
、
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彦
太
夫
が
「
か
わ
た
棟
梁
」
と
認
め
ら
れ
て
い
た

(18) 

こ
と
を
示
し
、
松
本
城
南
出
入
口
に
あ
た
る
出
川
の
地
に
、
か
わ
た
の
移
住
が
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
正
十
八
(
-
五
九

0
)
年
に

入
封
し
た
石
川
数
正
が
、
十
一
月
十
五
日
、
「
か
わ
た
支
配
彦
七
郎
」
に
宛
て
て
、
「
従
前
代
、
か
わ
た
棟
梁
之
由
、
今
度
当
郡
入
部
刻
合

用
所
事
申
付
候
、
無
油
断
入
情
、
益
弥
以
両
郡
か
わ
た
支
配
申
付
候
、
依
之
自
前
邪
儀
か
わ
た
共
於
申
懸
者
急
度
可
加
成
敗
也
」
と
い
う

こ
の
他
、

朱
印
状
を
発
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彦
太
夫
の
「
か
わ
た
棟
梁
」
た
る
地
位
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

(19) 

「
大
友
彦
太
夫
由
緒
書
」
に
は
、
寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年
三
月
の
戸
田
康
長
よ
り
の
連
署
状
を
は
じ
め
、
寛
永
十
九
（
一
六
四
二
）
年

に
入
封
し
た
水
野
忠
清
よ
り
の
、
同
年
十
一
月
の
連
署
状
、
さ
ら
に
は
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
に
入
封
し
た
戸
田
光
慈
よ
り
の
、
翌
年

五
月
の
連
署
状
等
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
代
々
の
領
主
の
入
封
に
際
し
て
、
か
わ
た
頭
た
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
藩
に
お
け
る
大
友
彦
太
夫
の
役
負
担
に
つ
い
て
は
、
戸
田
光
慈
の
連
署
状
に
も
、
「
御
領
分
か
わ
た
役
、
其
外
御
用
之
儀
、
無
油
断
可

申
付
、
諸
事
如
先
規
、
掃
除
場
等
之
義
、
無
解
怠
可
申
付
者
也
」
、
と
あ
り
、
そ
の
際
九
反
六
畝
十
八
歩
の
田
地
と
二
反
七
畝
一
＿
一
歩
の
畑

地
を
従
来
通
り
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
口
上
に
て
、
掃
除
役
、
革
役
、
仕
置
役
、
火
消
し
役
、
町
方
・
在
方
に
お
け
る
不
審
者
探

索
を
申
し
渡
さ
れ
て
お
り
、
行
刑
役
を
中
心
と
し
た
「
か
わ
た
役
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
文
政
年
間
並
び
に
天
保
年
間
の

(20) 

在
方
村
々
と
の
出
入
に
見
え
る
よ
う
に
、
彦
太
夫
は
、
藩
か
ら
命
じ
ら
れ
た
「
か
わ
た
役
」
を
通
じ
て
、
在
方
村
々
を
支
配
し
、
皮
革
加

松
本
か
わ
た
町
へ
引
越
し
、

関
法
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号
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)



二
五
九

（
一
六
九
一
）

エ
・
皮
革
販
売
の
独
占
、
行
刑
役
（
太
刀
取
人
）
の
在
方
へ
の
転
嫁
な
ど
、
強
大
な
権
力
を
ふ
る
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
で
は
、

信
州
に
お
け
る
、
松
代
藩
の
孫
六
や
、
上
田
藩
の
小
十
郎
、
小
諸
藩
の
弥
右
衛
門
な
ど
と
同
様
、
大
友
彦
太
夫
も
、
近
世
を
通
じ
て
勢
力

を
も
っ
た
頭
筋
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

(
1
)

文
献
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
京
都
部
落
史
研
究
所
編
「
部
落
史
研
究
文
献
目
録
』
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
身
分
引
き
上
げ
運
動
、
維
新

後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、
高
橋
梵
仙
「
部
落
解
放
と
弾
直
樹
の
功
業
」
（
社
会
事
業
研
究
所
報
告
第
一
輯
）
が
詳
し
い
。

(
2
)

塚
田
孝
「
近
世
に
お
け
る
身
分
・
支
配
・
賤
民
組
織
」
（
「
近
世
日
本
身
分
制
の
研
究
」
所
収
）

(
3
)

池
田
秀
一
「
天
保
年
間
の
弾
左
衛
門
代
替
り
に
つ
い
て
」
（
「
歴
史
評
論
j

四
六
四
号
）
。

(
4
)

塩
見
鮮
一
郎
『
浅
草
弾
左
衛
門
』
、
『
資
料
浅
草
弾
左
衛
門
』
、
『
弾
左
衛
門
と
そ
の
時
代
』
。

(
5
)

渡
辺
実
「
穣
多
頭
弾
左
衛
門
の
系
譜
と
相
続
問
題
」
（
高
柳
光
壽
博
士
頌
寿
記
念
会
編
「
戦
乱
と
人
物
』
）
所
収
。

(
6
)

旧
幕
府
引
継
文
書
「
弾
左
衛
門
代
替
一
件
」
、
以
下
と
く
に
こ
と
わ
ら
な
い
場
合
は
、
こ
の
「
代
替
一
件
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

(
7
)

塩
見
氏
前
掲
書
「
資
料
浅
草
弾
左
衛
門
』
一
五
六
頁
。

(
8
)

同
前
二
四
八
頁
以
下
。

(
9
)

服
藤
弘
司
「
相
続
法
の
特
質
j

四
一
二
頁
。

(10)

同
前
、
八
―
二
頁
以
下
。

(11)

同
前
、
三
二
八
頁
。

(12)

「
東
京
部
落
解
放
研
究
」
六
三
号
、
八
三
頁
以
下
。

(13)

塚
田
氏
前
掲
書
、
八
六
頁
。

(14)

池
田
氏
前
掲
論
文
、
一
三
二
頁
。

(15)

石
尾
芳
久
「
安
芸
に
お
け
る
一
向
一
揆
と
部
落
」
（
「
続
・
一
向
一
揆
と
部
落
」
所
収
）
。

(16)

万
羽
正
朋
「
「
部
落
』
の
形
成
に
関
す
る
考
察
」
（
『
信
濃
』
十
二
の
五
所
収
）
。
な
お
、
万
羽
氏
は
、
長
野
県
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
大
友
彦
太

夫
関
係
文
書
を
精
力
的
に
収
集
さ
れ
、
「
「
部
落
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
「
信
濃
」
十
二
の
七
所
収
）
、
「
松
本
藩
「
え
た
』
関
係
史
料
に
つ
い
て
」

（
『
信
濃
』
十
九
の
二
所
収
）
な
ど
で
、
紹
介
・
分
析
を
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

大
友
周
司
の
弾
左
衛
門
襲
名
と
そ
の
周
辺



(17)

『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編
第
五
巻
（
二
）
、
五
八
一
号
。

(
1
8
)万
羽
氏
前
掲
論
文
、
塚
田
（
万
羽
）
正
朋
•
青
木
孝
寿
「
長
野
」
（
部
落
問
題
研
究
所
編
「
部
落
の
歴
史
」
東
日
本
篇
所
収
）
、
「
長
野
県
史
j

通
史
編
、
第
四
巻
近
世
（
一
）
、
四
九
八
頁
以
下
等
、
参
照
。
な
お
、
死
罪
以
上
の
刑
場
は
、
水
野
藩
時
代
（
寛
永
十
九
年
ー
享
保
十
年
）
に
は
、

出
川
と
宮
淵
に
、
戸
田
藩
時
代
（
享
保
十
年
し
明
治
四
年
）
に
は
出
川
の
み
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
「
松
本
市
史
』
上
巻
、
六
三
六
頁
以
下
に
見
え

て
い
る
。

(19)

「
信
濃
史
料
』
補
遺
下
、
四
四
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(20)

い
ず
れ
も
、
『
長
野
県
史
」
近
世
史
料
編
第
五
巻
（
二
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
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